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名大 ･理 垣 谷 俊 昭
現在の物性物理は広範囲にわたり,それぞれの分野でより精密な顧究がなされているようで,
生物物理という境界領域に飛び込み,10余年たった筆者にとって,物性物理の将来を云々す
ることは面映ゆい気がします｡しかし,かって私が基研に在職中に ｢物性研究｣編集にたずさ
わり,やはり｢10周年記念特集｣を企画した当時を思い出し,多少門外漢の意見も役に立っ
のではないかと考え,雑文を書くことにします｡
一昨年,昨年と米国のイリノイ大学とコロンビア大学で勉学する機会に恵まれ,生命科学を
中心とした各分野のアメリカでの実情をある程度見聞出来ました｡生命科学の分野に限らない
でしょうが,特にこの分野でアメリカは世界をリードしています｡激しい競争と有能な若手を
起用し得る人事制度,そして即戦力となる膨大な数のPDFの活用が今日の隆盛を保つ秘訣で
はないかと思います｡さらに,生命科学を対象として,物理,化学,生理,生物,数学,工学
等の多分野の研究者がテーマに応じて協同研究の離合集散を行っていることも注目すべきこと
です｡例えば,網膜中の視神経の情報処理機構を研究するグループでは,まず,動物を飼育し,
網膜に電極を挿入し,電気信号をコンピューターに貯え,そこから非線型応答の数理解析を行
っています｡DNAを扱う遺伝関係の仕事では,合成化学の技術が威力を発揮しています｡
私が上のようなことを書き出したのは,学問は基礎概念にもとずく分野に一応分かれている
けれど,生物のようなものを対象にしたとき,従来のワクにとじこもっていることははなはだ
見識がせまいと言いたかったのです｡この分野で,現象のきれいな定式化をただちに夢みても,
実現されることは皆無に近いでしょう｡むしろシステムとして見事に制御され,機能を最大限
に発揮出来るよう物質群が設計されていることに興味が移ります｡ここでは効率とか制御とい
う概念が重要であって,生物界でいかにこれらの機能を磨きあげているかを知ることによって,
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